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アイヌ文化伝承活動について 

    8月 31日（水）18：00～19：30 東京会場 

講師 宇佐 照代  アイヌ文化活動アドバイザー 
 

 私は、北海道釧路市の出身で、現在はレラの会という団

体を中心として活動しており、最近では、財団法人アイヌ

文化振興・研究推進機構のアドバイザーとして、小学校や

大学、文化サークルなどでアイヌ文化の紹介などをしてい

ます。 

 レラの会は、伝承活動をする拠点としてアイヌ料理店「レ

ラチセ」をオープンさせ、今年で 11年目に入りました。こ

のレラの会でスタッフとして働いたり、料理をつくったり、

楽器などを使ってアイヌ文化を紹介しています。 

 アドバイザーとしては、小学生は総合学習の時間などを

主として、中学生は異文化教育の時間を使っていただいて

学習していただいています。高校生は、修学旅行の事前学

習として、北海道に行かれる前にいろいろわかりやすくお

話をしたりしています。あと、アイヌ文化に関心のある市

民グループや団体の要請があったりすると、料理を一緒に

つくったり、歌や踊りを一緒にしたりしています。 

 個人の活動としては、最近は北海道にある北海道ウタリ

協会札幌支部が札幌市で毎年開催しているムックリ大会な

どに参加しています。関東の方ではそういう催しがないの

で、こちらから北海道に出向いて参加し、いろいろなこと

を学んでいます。 

 さて、伝承活動のきっかけですが、私は北海道釧路市の

春採で生まれ育ちました。母は北海道ウタリ協会釧路支部

の会員だったようですが、支部の活動にはまったく関わっ

ていませんでした。10歳ぐらいのときに、親の都合で東京

に移りましたが、

ちょうどそのころ、

私の祖母の西村ハ

ツヱが「関東ウタ

リ会」という団体

から「レラの会」

を設立させました。

毎月集まりがあり、

よく母に連れられ

ていって、自然に

リムセやウポポ、

それからムックリ

などを覚えるよう

になりました。そ

の集まりでは、ウ

タリのおばさんた

ちが楽しく踊りを

教えてくれたりし

まして、祖母は私

たちが踊りを覚え

るのをすごく喜んでいたようです。まだ子供だったからか、

そこでは難しい話はほとんど聞きませんでした。祖母も昔

の話しや差別の話しをすることはまったくありませんでし

た。祖母はリムセやウポポはあまり得意ではなかったよう

ですが、アイヌ民族の権利回復のために、都庁などに何度

も足を運んだり、いろいろ活動していたようです。 

 その頃、まだ子供だった私や妹などは、ただ踊りが楽し

くて、私ができるのはこれくらいだという気持ちで関わっ

ていたわけですが、大人たちは口でははっきりいいません

でしたが、若い子たちにもっと覚えてもらいたいと思って

いるようでした。今でこそ若いウタリで活動している人が

たくさんいるように感じますが、20年以上前は、踊りを覚

えたりする子はあまりいなかったのですね。私たちにはす 

ごくプレッシャーだったのですけれども、徐々に、私たち

若い子が伝承していかなければ、リムセやウポポなどいろ

いろな文化が無くなっていくのではないか、受け継いでい

かなくてはと考えるようになりまして、今ではリムセやウ

ポポ、ムックリだけではなく、刺しゅうや木彫り、アイヌ

語、それから歴史などを、少しずつですけれど学ぶように

なりました。 

 アドバイザー活動では、行った先の子供たちに少しでも

アイヌのことを知ってもらおうと、なるべくわかりやすく

話しをし、小学生、中学生には身近なアイヌ語などを使っ

て教えています。それから、手製のポスターを持っていき

ます。私一人…メノコ（女性）だけで行くので、男性の姿
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を説明したりするのに、ただ黒板に書くだけではなくて、

こうやってポスターを見せると子供たちがけっこう興味を

持って覚えてくれます。この間もこのポスターを持って中

学校に行きましたら、「しばらく貸しておいてください」と

いわれました。ポスターを使って学習してくれたみたいで

す。ちなみに、そのときは女の子たちでしたが、料理とか

刺しゅう、ムックリを体験してもらって、とても楽しい時

間を過ごしました。ある女の子は本当に楽しかったのか、

「アイヌ最高」といってくれたのですね。この私の気持ち

が伝わったのだと思います。「アイヌって何」とか、「アイ

ヌってまだいるの」「アイヌって日本人でしょう」という大

人がいっぱいいますが、少なくともあの女の子たちは、そ

ういう大人にはならないと思います。 

 先日、妹の子供の誕生会があり、母や子供たちが集まっ

て一緒に食事をしているときに、子供たち…６歳、５歳、

４歳、１歳半と、４人いるのですけれども…が、自然とリ

ムセやウポポ、ロクウポポ（座り歌）とかをやり始めまし

て、手拍子をしながら、私にもやれというのですね。その

とき子供たちがやっていたのは「色男の舞」です。色男役

の４歳の男の子を真ん中に座らせて、６歳の長女が私に相

手方をやれというわけです。私は、めんどうくさいと思っ

たのですけれども、私がここで一緒に踊りながら教えてあ

げたほうが、自然と覚えるんだなと思って、一緒に踊って

あげました。妹とも話したのですが、これが本当のリムセ

やウポポなんだなと思いました。人に見せるのではなく、

ただ単に楽しく、食事をしながら自然に出てくるウポポや

リムセを体験でき、子供たちも自然に伝承していっている

のがわかって、とても楽しかったです。 

 民族を意識して伝承活動を行っているのですけれども、

親から子へ、子からまたその子へと、伝承することの大切

さを考えるようになりました。たとえば、去年、北海道大

学の北方資料室に、私の曾祖母のウポポ（歌）がレコード

で残っていると話しを聞き、それで母と妹、妹の子供らと

北海道大学に行って、そのウポポを録音してきました。資

料室から出してきてくれたレコードには、宇佐タマと曾祖

母の名前があり、「わー、すごい」と、みんな感激しました。

57年前、曾祖母がそのとき 57歳だか 58歳と書いてありま

したが、曾祖母の声が出てきたときに、何故か私は涙がぽ

ろぽろ出てきて、妹の顔を見ると、妹もぽろぽろ涙を流し

ていました。その後、車の中などでも一緒に聞きながら大

合唱したりするのですけれども、やっぱり同じようなとこ

ろで、顔を見ると二人とも涙を流しながら聞いていました。

それまで伝承、伝承といっていても、祖母がアイヌという

のはわかっていたのですが、直接教わるということがなか

ったのですね。精神的な部分だけはあったのかもしれませ

んが。いずれにしましても、曾祖母の声だと思うと、すご

く感動して聞きました。 

 さて、曾祖母のウポポが聞けたりしますと、どんどんル

ーツを知りたくなってきました。私の祖母は西村ハツヱと

いいますが、去年の 11月に倒れて入院してしまいましたの

で、入院先で慌てるような感じで、祖母の体調のいい時と

見計らってどんどん聞き取りをしました。そのときに祖母

の母親の名前を聞きました。床スエといいますが、「床」と

いう苗字のアイヌの方はいっぱいいるので、床家と親戚な

んだということがわかって、いろいろ聞き取りを始めたり、

除籍謄本とかも取り寄せたり、阿寒の床ヌプリさんのとこ

ろに行って聞き取りをしたり、また、釧路にお墓があるの

で、そのお墓に行って名前をいろいろ見て書き取りをした

りしまして、ルーツ調べをしたのです。それから、祖母の

妹から、曾祖母の写真も手に入れました。祖母とは似てい

ませんが、80年ぐらい前の写真です。 

 祖母が倒れて入院した当初、意識がなかったのですが、

ベットで寝ている祖母の手をずっと握って、「おばあちゃ

ん、頑張れ、頑張れって。まだまだ頑張れ」といっていた

のですが、意識が戻って目を開けて、私が横にいるのがわ

かると、いきなりせきを切ったように昔の話をしてきまし

た。戦争の話とか、ロシアの兵隊が家に入ってきて、怖い

思いをしたとか、いろんな話を一気にいって、私のことを

祖母は「てる」と呼んでいるのですけれども、「てるはこれ

から民族の誇りを持って頑張っていきますって、ばあちゃ

んの前で今発表してください」というのです。私は、「わか

った、わかった。じゃあ発表するよ」といって、祖母の手

を握りながら「てるはこれから民族の誇りを持って頑張っ

ていきます」といいました。祖母はにっこり笑って喜んで

いました。そして、それを契機に、今まではしてくれなか

った昔の話しをしてくれるようになりました。 

祖母が入院しているとき、祖母の友達の伊賀信子さんが

お見舞いに来てくれたのですが、二人はアイヌ語でしゃべ

っていたのですね。私は「ええっ、おばあちゃん、アイヌ

語しゃべれるの？」と伊賀さんにいうと、「あんた、おばあ

ちゃん幾つだと思っているの」といわれて、「それはそうだ

な、アイヌとして生まれて、産みの親も育ての親もアイヌ

だから、おばあちゃんがしゃべれないわけないな」と、そ

のときそうわかったのですけれども、それを私が知らなか

ったという事実と、それを祖母が私たちに教えようとしな

かったということが、少しショックでした。しかし、祖母

の本音は、これからも私に民族の誇りを持って頑張ってい

ってもらいたいと思っていたのだという気持ちが伝わって

きて、うれしかったです。西村ハツヱは、頑張りましたが、

残念ながら４月に亡くなりました。もっともっといろいろ

なことを教えてもらいたかったなと思います。そして、こ

の私の経験から、私も今勉強していることを子供たちにい

ろいろと教えてあげたいなと思います。 

 さて、このチカップ美恵子さんが書かれた『森と大地の

言い伝え』（北海道新聞社、2005 年）という本をご存じで

しょうか。この本に「山本家先祖の名称と 20代目からの系

図」というのが載っています。私が調べてみますと、床ス

エというのが、この系図には床エパカシとあるのですが、

そのエパカシの孫が西村ハツヱであることがわかりました。

釧路のコタンコロクルの末裔になります。すごく大変でし

たけれども、調べがいがあってよかったなと思います。 

 


